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当社は、経営৶に、ِ 未勵の௹かなථらしをิく企業として、自然環境・生活環境の向上・保全・ཱི化に 

役য়つ化学製品を提供し、社会に貢献しますّを掲げ、事業展開をষっています。 

第４次中期ＲＣ推進計画（２０１７２０２０عফ২）は計画どおり進捗しており、引き続き目標達成への 

“こだわり”をもって積極果敢に取り組むことで活動のさらなるレベルアップを図っていきます。 

 

 

 当社は、「安全はすべての活動に優先する」の安全৶の下、労働災害ゼロを目標に掲げ、重点実施項目に 

よる対策を展開しています。 

労働安全衛生では、新たに危険体験学習装置を自製し、従業員が災害事を卧似体験することで類似災害の 

未然防止に努めています。 

 

 

当社を取り巻く環境変化に的確に対応できる人と組織の強化のため、組織改革に取り組んでいます。 

厣に、製造現場における日常の問題勪が、日々のコミュニケーションを通じて経営へ伝わることが重要と 

感じています。２０１ڴফ২は、仕事改革委員会を発足しました。内部・外部環境を分析し、改革への課題を 

ྴ出し、全社をげて取り組んでいます。生産部においては本ফ４月、生産改革推進室を新設し、ミス・ 

トラブルの撲滅と組織の最適化を目指した活動を推進していきます。 

 

 

当社の取り組みや考え方について、ご৶解を深めていただくとともに、一ಽのご匣ରとᅏᡬのないご勪ৄを 

賜れれば幸いです。 

 

 

                   ２０１９ফ７月 

                            代表取ഁ役社শ  田中 雅一 
    

１．RC 活動の取り組み(トップメッセージ) 

RC 活動の取り組み 

安全・安心操業のために 

組織の改革 

最後に 
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化学物質の開発から製造、物及、最厖消厔を経て、廃棄・リサイクルに至る全ての過程において、自主的
に「安全・健康・環境」を確保し、活動の成果を公表し社会との対匋・コミュニケーションをষう活動は 
レスポンシブル・ケア（ＲＣ）と呼ばれています。 

化学品メーカーである当社は、ＲＣを重要な活動と位置付け、ＲＣ基本方針のもとに2009ফより取り組ん 
でいます。社শを委員শとするＲＣ推進委員会を設置し、その下部組織として、川崎事業所・ಧ勹工場に 
ＲＣ委員会を設け、重点課題を定め活動を推進しています。 

当社は、日本ඡᄘॢループと相互に交及して、ＲＣ活動のレベルアップを図ってきました。2014ফ২よ
り、日本ඡᄘॢループ会社の環境安全叆査が実施され、保安防災、労働安全衛生における管৶体制をさらに
強化しています。 

 
RC基本方針 

 
経営৶、経営方針および企業৶೦ฆの実ᄷのために、環境保護にఞ与する技術、製品を提供し、社会に 

貢献することを当社の重要な経営施策と位置づけるとともに、「持続可能な開発」（Sustainable Development）
という原則のもとに、地球環境での環境保全に調和されるよう配慮することを基本とし、環境・安全・品質に 
関し、以下のことを最優先事項として取り組む。 

(１) 製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって、環境負荷への配慮と環境保護に 
努める。 

(２) 無事故・無災害を目指し、従業員と社会の安全の確保に努める。  
(３) 原厄、中間品、製品など取りඞう化学物質の安全性を確認し、従業員、物及関係者、お客様など 

関係する人々への健康に配慮する。 
(４) お客様が、満足し信頼する品質の製品とサービスを安定的に供給する。 
(５) 法・基準を遵守するとともに、自主的取り組みの推進により、環境・安全・健康・品質の 

ಌなる向上に努める。 
 

 
 
 

 
  

２．日本乳化剤の RC 推進体制 

レスポンシブル・ケア(RC) 

RC 推進体制 

環境安全委員会

品質ଵ৶委員会

設備ଵ৶委員会

教育委員会

RC審査委員会

※委員শは工場শ※委員শは社শ

ＲＣ委員会ＲＣ推進委員会



 5

 １  労働安全衛生  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・休業災害：ゼロ(協ৡ会社含む) ゼロ ゼロ 

－ － 
・勘休災害：ゼロ(協ৡ会社含む) ゼロ 2件 
 
 
◆川崎事業所内で危険体験学習を実施し、危険に対する感性の向上を図った。 
◆重要২ऋৈい危険作業のレベルⅡについて、計画的に削減した。 
◆過去に対策済の危険作業のレベルⅢについても、ଳ勷を厭इてリスクのྴ出・௬価をষい、全て対策を実施した。 
◆化学物質のリスクアセスメントのレベルⅢについて、局所排気装置設置等の対策により削減した。  

 ２  品質  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・品質クレームゼロ(重大クレーム含む) 3件(重大0件) 4件(重大0件) 

－ － 

・重大品質勘適合ゼロ 
(স100万円以上)【川崎・ಧ勹厗通】 2件 3件 

・工ங౮ଞ、品質勘適合 
【川崎 2020ফଜྸ計10件以下】 
【ಧ勹 ゼロ】 

21 件 
(重大品質勘適合含む) 

（川崎：17 件、ಧ勹：4 件） 

15 件 
(重大品質勘適合含む) 

（川崎：15 件、ಧ勹：0 件） 
 
 
◆作業ুದ書・工ஙଵ৶表・要୩等の整備・ৄ卟しを計画的に進めた。 
◆品質の過去トラঈル事について計 12 回の教育を計画的に実施した。 
◆原厄භେ先の品質叆査を勮化した。  

 ３  環境保全  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・エネルギー使用原単位 

：2016 ফ২发 5％削減（0.130 kℓ/t） 
2.8％削減 

（0.132 ｋℓ/t） 
4.0％削減 

（0.130 ｋℓ/t） 

－ － 

・廃棄物発生原単位  
：2016 ফ২发 5％削減（0.175 t/t）  

0.7％削減 
（0.185 ｔ/ｔ） 

4.1％削減 
（0.178 ｔ/ｔ） 

・輸送における CO２削減 543 t-CO2 920 t-CO2 
・勭勞厖ඇয়叀ী ：ゼロ ゼロ ゼロ 

 Ｒ排出 ：実排出の削減 大気排出匫：3,012 kg 大気排出匫：1,517 kgۉＲۅ・

・臭気の環境改善 臭気マップと作業環境調査実施 第 2 次 WT 活動を開始 

 
 
◆【ಧ勹】設備の卞厷厬件勞適化による匙फ़ス使用を削減した。 
◆【川崎】焼却廃水の削減、廃棄物の有価物化により廃棄物を削減した。 
◆トラックから JR 貨物・船舶等への輸送割合を増加し、継続的な CO2 排出削減をষった。 
◆【ಧ勹】EOの大気排出削減のྫ定叀置を実施し、ফ২发約80％削減した。 
◆【川崎】廃水叀৶ဓの改善を検討するとともに、臭気ঔニॱによる臭気発生౺の状況པを実施した。  

 ４  保安防災  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・災害   ゼロ ゼロ ゼロ 

－ － 

・事故   ゼロ ゼロ ゼロ 
・故障   ゼロ 2 件（川崎：2 件） 3 件（川崎：3 件） 

・勘調   川崎：5件以下、 ಧ勹：ゼロ 8 件（川崎：6 件） 
    （ಧ勹：２件） 

7件（川崎：6件） 
    （ಧ勹：１件） 

 
 
◆厭ಌଵ৶規ಋの卞用を勮化し、設備トラঈルのே防厙を進めた。 
◆HAZOP 検討を計画的に実施した。 
◆ベテラン従業員による事故・ଷ反事叒അ教育を2回実施した。  

 ５  化学品安全  
 2020ফ২の目ఏ 2017ফ২ 2018ফ২ 2019ফ২ 2020ফ২ع2017
・化学品問題(法的、社会的問題)    ゼロ ゼロ ゼロ － － 
 
 
◆ব内勭法規制へ適卲に対厸した。 
◆化学物質ଵ৶システムの卞用を開始し、開発品等を含めたSDSの整備を進めた。  

 ６  社会とのコミュニケーション  
 
 
◆卯厚会社日本策匐ৱ勨ষ(DBJ)のِ環境格付ّ匜ৱ制২で、َ 環境へのଦൟに対する取り組みऋ先進的ُの格付けを取得した。 
◆日本化学工業協会のJIPSコンソーシアム活動に参加して安全要約書1件を公開し、2018ফJIPS賞の奨励賞を受賞した。 
◆当社HPに2018ফ২環境社会報告書を公開した。 

３．第４次(20172020ع ফ২)RC 推進計画と実績 

2018 ফ২の主な実施活動 

2018 ফ২の主な実施活動 

2018 ফ২の主な実施活動 

2018 ফ২の主な実施活動 

2018 ফ২の主な実施活動 

2018 ফ২の主な実施活動 



 6

 

“ 安全はすべての活動に優先する ” 
当社は、安全৶のもと、労働安全衛生マネジメントシステム（ＯＳＨＭＳ）に基づく 
「労働安全衛生方針」を定め、安全優先の風土強化を継続しています。 
 
 
 

 
 

2009 ফよりＲＣ活動を導入し、ＯＳＨＭＳマネジメントシステムに基づく「労働安全衛生方針」と 

「安全衛生管৶組織」を体௺化することで、安全優先の風土強化を継続しています。 

 
         労働安全衛生方針  

      
1．労働安全衛生マネジメントシステムの実ষ 
(1) 当社৶を基として、全従業員の協ৡの下に労働安全衛生マネジメントシステムを確য়し、

維持し、継続的な改善を実ষすることにより、安全衛生水準の向上を図り、労働災害を防止

する。 

(2) 労働安全衛生関係法ഥ及びその他の要求事項をದ守し、当社が定めた安全衛生管৶規程に 

基づき、従業員の安全衛生を確保する。 

(3) 安全衛生目標の設定及び計画を作成し実施することにより、ＰＤＣＡのサイクルを維持し、 

定期的にৄ卟す。 
2．当社の従来からの課題である主要なリスクとして、特に下記の事項に 

全員で傾注する。 
(1) 使用する危険有害物に係る薬傷災害の撲滅 

(2) フォークリフトの運転に係る労働災害の撲滅※1 
3．快適な職場づくり 
工場内の臭気対策に配慮する※1 

業務改善を推進して、適卲な労働時間を確保する※2 

4．周知と公表 
この労働安全衛生方針を卽書化し、維持し、全従業員に周知し、労働安全衛生に対する勪の 

向上と実ষをയ進する。また、要求があった場合には、この労働安全衛生方針は開示する。 

４．労働安全衛生の取り組み 

安全৶ 

安全優先の風土強化 

※1：川崎事業所の記載内容、※2：ಧ勹工場の記載内容 
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2014 ফ২より、日本乳化剤の企業৶及び安全৶とＲＣ基本方針を再確認するために、安全の誓いを 

定めた「安全手帳」を全従業員へ配布しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2016 ফ২より、安全衛生委員会の௧部会として安全活動推進会を発足し、基本

安全活動を推進しています。2018 ফ২、川崎事業所・ಧ勹工場では、ヒヤリハット

報告書の様式をৄ卟し、必要に応じて報告内容の対策を実施することで、より安全な

職場環境を目指しています。階段ಊఋ時の転災害に関するヒヤリハットについては、

川崎事業所・ಧ勹工場の階段へ“手すり持ち”のି勪ᄁକをষうことで転災害を未然

に防止しています。 

また、オリジナルポスターを刷新し、構内に掲示することで指差呼称の啓蒙活動を

継続しています。 

 

 

 

 

 

 

2018 ফ২は、新たに移動式危険体験学習装置を自製し、従業員が過去に発

生した災害事を卧似体験することで類似災害の発生を防止しています。 

 

 

安全手帳 

基本安全活動の推進 

【川崎】ヒヤリハット報告内容の対策事⋇ 
้危険ᆽ所へのక卷通ষ表示 

オリジナルポスター 

危険体験学習 

【川崎】ヒヤリハット報告内容の対策事⋈ 
R&D センター階段手すりへの“手すり持ち”表示 

【ಧ勹】ヒヤリハット報告内容の対策事③ 
総合管৶༠階段手すりへの“手すり持ち”表示 
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2015ফ২より、川崎事業所・ಧ勹工場の全従業員を対象に、保安動向と事故事及び現状の取り組みに

ついて、環境安全部শを講師に保安教育を継続しています。また、工場শが講師になり、当社の過去事故事

等を教材として、日常業務の中に潜むリスク感性を高める教育を実施しました。 

 

 
テーマ：変ಌ管৶について (講師：環境安全部শ) 

 石油コンビナート等における事故の発生状況や他社事故報告書の 

内容から、変ಌ管৶の重要性と事業所規定類の改匁変ಌ管৶規則の 

ポイントについて、教育を実施しました。 

 

 テーマ：日常生活で高める、危険感知ৡ向上 

5Sで高める、安全で健康な職場作り (講師：川崎工場শ) 

 世間の歩きスマホに関わる事故事などを通じ、日常生活における 

危険感知ৡの向上や相互指摘で気づく安全の重要性を教育しました。 

 ５Ｓは活動のスパイラルアップを図り続けることで、安全で健康な 

職場作りを確認・共有しました。 

 

 

 
テーマ：変ಌ管৶について (講師：環境安全部শ) 

 川崎事業所と同様、石油コンビナート等における事故の 

発生状況や事業所規定類の改匁変ಌ管৶規則のポイントについて、 

教育を実施しました。 

 

テーマ：危険性評価による作業リスクの算定 

及び高リスク作業の改善活動 (講師：ಧ勹工場শ) 

 自分たちが普段業務でষっている作業の危険性評価による 

リスク算定及び新たな視点(配転者の視点など)で評価をষうことで 

評価の௷け・れのない危険性評価の重要性を教育しました。 

 

５．保安防災の取り組み 

全体保安教育 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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2018ফ২の新たな取組みとして、ベテラン従業員による事故・ଷ反事発表会を2回開催しました。 

川崎事業所・ಧ勹工場ベテラン従業員の体験談を次の世代へ伝承することで、危険に気づく感性の向上に

努めています。 

 
 

テーマの一：事故・ଷ反事 (講師：保安防災推進室শ) 

 保安防災推進室のベテラン従業員が実際に経験した事を 

紹介しました。過去には、類似事故が再発していることもあり、 

決めた再発防止対策は確実に実ষし、過去のଷ反は教訓として 

伝承することを確認しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 2013ফ২より、経営ಽによるＲＣ査察を継続しています。2018ফ২は、労働災害の発生状況やOSHMS

マネジメントシステムの危険性レベル低減事等について、川崎事業所・ಧ勹工場の現場査察を実施しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎事業所での現場査察              ಧ勹工場での現場査察 

 

嵁崮ランజ業৩に峲峵事・ଷ反事勖会 

ＲＣ査察の実施 

＜ベテラン従業員による事故・ଷ反事発表会＞ 

受講者の感想 
 
・今後も継続して伝承していってほしい。 
 
・怪我された方々の痛み、辛さを再確認した。 
 
・絶対に事故は発生させない。 
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川崎事業所・ಧ勹工場では、防災体制を確য়し、各ர防災訓練を毎ফ計画的に実施しています。各ர訓練

でຸい出された課題を反匚会で報告し、次回の訓練に反させることにより、防災体制を強化しています。 

 

 

   2018ফ11月には、千鳥地区共同防災隊と合同で、えいౌ災を想定した総合防災訓練を 

実施しました。また、防災要員の技能向上を目的に、新たに導入したファイヤーヘルパーカートを 

使用した操法訓練を定期的に実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                総合防災訓練            防災要員の操法訓練 

(ファイヤーヘルパーカートを使用) 

 

 

 

2018 ফ 12 月及び 2019 ফ 3 月には、地震発生に伴うえいౌ災を想定した総合防災訓練を 

実施しました。 

各ர訓練でຸい出された課題を反匚会で報告し、次回の訓練に反させることにより、防災体制を 

強化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018ফ12月の訓練             2019ফ3月の訓練 

各種防災訓練の実施 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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 2018ফ২は、以下の目標をয়匽し、設備保全を進めてきました。 

 

  (1) 計画保全(予防保全)の体制の強化をষい、生産設備の安定༎働を図る。 

  (2) 過去トラブル、ఊ৶内容の分析・評価をষい、設備計画への反を図る。 

  (3) 保全・改善工事の無事故・無災害達成に向けての方策を検討し、実ষする。 

  (4) 設備設計・保全へ対応する為の組織ৡを強化する。 

 

2018ফ২は、設備管৶に関わる基準類の整備について、各機器類をより適卲に管৶していくことが重要

との観点から、事業所規程「計装機器重要২分類基準」及び「匰気機器重要২分類基準」を新規に制定しま

した。本規程は、川崎事業所及びಧ勹工場を対象としており、安全で安定な操業を維持するにあたり、日常

点検等を計画的・効厾的に実施するために、計装機器・匰気機器毎の重要২を分類することを目的としてい

ます。 

 今後は、各規程に基づく機器類の点検等を実施し、安全・安定操業を継続していきます。 

 

 2018ফ২は、設備の安定༎働を目的とし、設備ಌ新のための事業所規程「設備取替基準」を新規に制定

しました。本規程は、川崎事業所及びಧ勹工場を対象としており、শ期間の使用による設備取替時期を決定

する考え方を示しています。 

 さらに、設備取替基準の制定を受け、過去の機器検査結果や各部署からの情報も集約した「শ期設備ಌ新

計画(20182028عফ২)」を策定しました。 

 今後は、শ期設備ಌ新計画に基づく設備のಌ新を実施し、安全・安定操業を継続していきます。 

 

2018ফ২は、変ಌ管৶に関わる規程について、リスク基準および変ಌ管৶実施前後のリスク匲加/減少の

明確化などを目的に、事業所規程「変ಌ管৶規則」を改ၖしました。本規程は、川崎事業所及びಧ勹工場を

対象としており、各ர変ಌが与える影響を事前に評価することで、安全・安定操業に努めています。 

また、本規程では変ಌに伴う品質面へのリスク評価も実施することで、トラブルの未然防止を図っていき

ます。 

 

 

  

設備保全計画 

শ勡設備ಌৗ計画の策定 

設備ଵ৶に関わる基準類の整備 

厭ಌଵ৶規ಋの改ၖ 
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私たちは、社会の重要な一員として「地球環境の保全に積極的に貢献していくことは、 

企業の基本的ி務である」との認の下にその事業活動を展開し、社会の発展に貢献する。 

 

川崎事業所・ಧ勹工場は、界面活性剤及び化成品等の開発・生産をおこなっており、これらの 

事業活動において、環境負荷をೄ減する活動を継続的にষい地球環境と地域に調和した環境改善に 

努めるため、次の通り方針を定める。 

 

 

１．地球環境保全への取り組みを最重要課題の一つとして位置づけ、企業活動を展開する。 

２．環境保全に関する各ர法ഥ・条・協定などに基づく規制をದ守すると供に、各ரの 

環境負荷の低減に関し、具体的な目的・目標を定めて、その達成に努める。 

３．環境管৶のための体制やシステムを整備し、その運営の継続的な改善と汚染の予防に 

努める。 

４．環境負荷のより少ない製品・技術・サービスの開発と社会への提供に努める。 

５．環境方針を達成するため卽書化し、実ষ・維持し全従業員（構内協ৡ会社を含む）に 

周知させる。 

６．この環境方針は、外部からの要請に応じて、開示する。 

 

 

    １．製品の開発から廃棄に至るまでの全ライフサイクルにわたって環境負荷を低減するように 

努めると共に、非定常作業での環境対策の充実、緊急事態の発生防止等、生産活動の 

すべての面で環境負荷の低減、汚染の予防に努める。 

    ２．環境に関する各ர法ഥ・条・協定などに基づく規制をದ守する。 

    ３．資౺・エネルギーの匏用効厾を高め、匚資౺、匚エネルギー、廃棄物削減および 

リサイクルの向上に向け努める。 

    ４．想定された緊急時における周辺地域への影響を最小化するため、連絡体制の整備、 

防災体制などに対する教育・訓練の定期的なৄ卟しを実施する。 

    ５．環境パフォーマンス向上のために、環境マネジメントシステムを効果的に運用し、 

継続的改善に努める。 

 

６．環境保全の取り組み 

環境৶ 

環境方針 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 
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(1) 環境社会貢献活動 

      構外清掃延べ 12 件/ফ、環境保安研究会へ参加、東勤環境一ผ調査に協ৡしました。 

 

(2) ୠ卦及 

 【川崎】卐ๆ会社交通安全指導会、千鳥防災協議会、ಏ消防協議会、消防出初式等に参加しました。 

 【ಧ勹】神栖市交通安全推進大会に参加しました。 

 

(3) 環境に関わる法規制の遵守状況 

法規制の遵守状況は、添付の環境データ集をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境コミュニケーション 

事業活動に伴う環境負荷 

INPUT 

日本乳化剤 
川崎事業所 
ಧ勹工場 

OUTPUT 

エネルギー 

原౫厄 

水 

大気排出 

廃棄物排出 

排水 

製品 

原油換算 
14.0 千 kL 

水使用 
833 千 m3 

CO2・・・29.5 千 ton 
SOx・・・0.1ton 
NOx・・・16.8ton 
ばいじん・・・1.5ton 
PRTR 法対象物質・・・1.5ton 

廃棄物 
排出 

排水・・・684 千 m3 
COD・・・5.1ton 
全りん・・・1.3ton 
全窒素・・・6.8ton 

・・・3.9 千 ton 
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 当社は、第4次ＲＣ推進計画(20172020عফ২)の中で2020ফ২までにエネルギー原単位5%削減(2016ফ২

比)を目標に掲げ、匚エネルギー活動を推進しています。 
2018ফ২実績は、エネルギー使用、CO2ൾ出ともに減少し、2016ফ২に比べてエネルギー原単位は4.0%、

CO2原単位は5.2%削減となりました。 
匚エネルギー活動を継続的に推進してきた結果、経匡産業匚・匚エネルギー厘が実施する事業者クラス分け 

評価制২において、匚エネルギーへの取り組みが進んでいる優ଐ事業者として、3ফ連続Ｓランクの評価を 
頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2018 ফ২の PRTR 法対象物質の総ൾ出は 1,517kg で、2017 ফ২に

比べて約 50%削減することができました。厣に、ಧ勹工場では、PRTR 法

対象物質の分析結果を基に、除害設備の運転条件を最適化し、大気ൾ出

を大幅に削減しました。 

さらなるൾ出の削減に向けて、今後も計画的に取り組みます。 

 

2019 ফ 2 月、当社は、株式会社日本策匐資勨ষ(DBJ)のِ環境格付ّ匜資制২で、 

「環境への配慮に対する取り組みが先進的」という格付を取得しました。 

今回の格付では、以下の点が高く評価されました。 

（１）「安全はすべての活動に優先する」という৶のもと、レスポンシブルケアを企業 

活動の基盤と位置づけ、従業員に対する環境・安全・保安教育の徹底等による全社 

的な්を図りながら、ା実な環境リスク管৶を継続している点 

 （２）主要設備ごとにエネルギー使用状況等を把握し、データ分析結果等を踏まえた生産プロセスの 

勘友の改善を通じ、事業活動による環境負荷の低減に取り組んでいる点 

 （３）地球ആ化防止に効果が期ୄされるຍफ़スล厓材などஆ自の技術ৡを活かしながら、顧客の 

環境課題解決に資する製品を開発・提供する仕組みを有すると同時に、イノベーション創出に 

向けた社外連携を通じて、中শ期的な社会課題解決に資する次世代技術の開発を推進している点 

匚崐崵ル崖ー活動の推進峒活動勱卵 

卯厚会社日本策匐ৱ勨ষ(DBJ)の環境格付取得 

PRTR 法対象物質の排出削減 

2,264 2,375 

3,293 
3,012 

1,517 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2014 2015 2016 2017 2018

kg

ফ২

PRTR対象物質 大気ൾ出 (川崎、ಧ勹工場合計値)

15.0 14.9 15.0 14.5 14.0 

0.149 
0.138 0.136 0.132 0.130 

0.00

0.05
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0.15

0.20

0.0

10.0

20.0

30.0

2014 2015 2016 2017 2018

原単位(原油換算kL/

主品目生産ton)

エネルギー使用

(原油換算千kL)

ফ২

ҸӌӝһӢҴ使用(原油換算千kL)

原単位(原油換算kL/ton)

32.1 31.8 31.7 30.7 29.5 

0.321 0.294 0.290 0.280 0.275 

0.00
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0.20
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原単位
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CO2ൾ出
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ফ২

CO2ൾ出（千ton）

原単位（ton/ton）
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川崎事業所及びಧ勹工場で製造する製品において、顧客の要求事項を満足し、工場の品質保証活動を 

効果的にষない、かつ顧客満足の向上を目指すため、1997ফに品質マネジメントシステムを構築し、 

1998ফにISO9001 川崎工場取得、同じく2001ফಧ勹工場取得し、2017ফ২にはISO9001:2015の 

認証取得し、ಌなる継続的改善に努めています。 

 

品質方針 
 

トップマネジメントは品質方針を次の通り定め、要求事項への適合及び品質マネジメント 

システムの有効性の継続的な改善を図るものとする。 

 

① お客様に信頼と満足をいただける製品を提供する。 

 

② 生産プロセスの継続的な改善を進め、品質の安定を目指す。 

 
経営者であるトップマネジメントは、品質マネジメントシステムの構築及び実施、並びにその有効性を 

継続的に改善するために、次の事項のコミットメントをষい実施させます。 

（１）法ഥದ守及び顧客要求事項を満たすことの重要性を、工場内に伝達周知するため、品質方針・ 

品質目標を定めて、教育訓練及び内部コミュニケーション等を通して周知する。 

（２）品質方針の実現のため、毎ফ২、「ＲＣ推進計画」を策定させ、品質目標の達成のための 

具体的な活動を策定させる。 

（３）工場の「ＲＣ活動計画・実績書」の目標（品質目標）及び重点項目の達成のために、各職場で 

「職場ＲＣ推進計画・実績書」を策定させる。 

（４）マネジメントレビューを実施する。 

（５）必要な設備・要員等の資౺が確実に匏用できるように、設備計画、定期点検計画及び、 

要員計画を作成させる。 

 

品質トラブルに迅速に対応するよう体制を強化し、お客様への影響を防止するとともに、トラブル 

情報をデータベース化し、水平展開によるトラブル予防活動にも役য়てています。 

ॢループ会社との品質交及会や品質叆査の実施により、ॢループ全体で品質トラブル予防活動の 

レベルアップに努めてまいります。 

７．品質の取り組み 

品質方針 

品質トラブル予防活動の推進 
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 2018 ফ২の新たな活動として、部署間・工場間に関わらず広く過去トラブル事を周知することで 

類似トラブルの再発防止を図りました。川崎事業所・ಧ勹工場の全部署を対象とした以下の周知教育を 

各項目 3 回、合計 12 回実施しました。トラブルの原因・対策だけでなく、得られた教訓等も資厄に 

盛り込み、過去トラブルが当社に与えた影響を考えてもらう機会となりました。 

今後も、類似トラブルの再発防止の為、周知教育を継続していきます。 
 
 

 

       ・教育テーマ 

      第一回 原厄管৶/仕込み編 

第二回 反応/精製編 

第三回 Ⴊ/移送編 

第四回 充填/試験編 

 

 

 2018ফ২の新たな活動として、品質管৶課による製造課員の工程試験者認定教育を

開始しました。品質管৶課の資格認定制২に準じた認定試験をষうことで、工程試験

者のレベルアップを図っています。 

 今後は、認定者が製造課内で水平展開し、客観的基準で、製造課員全員のレベルア

ップを図っていきます。 

 

 2015ফ২より、品質管৶課員による試験法、分析機器原৶の勉強会を継続しています。勉強会受講前にテス

トをষい、勉強会受講前後の回答を比較することで৶解২を高め、ৡ向上にᇽげました。 

 

 

    第一回 pHについて 

第二回 3σについて 

第三回 Lab-Aid(品質情報管৶システム)について 

 

   ※勉強会の対象：品質管৶課、製造部、生産技術部、技術研究所 

  

厢ுトラブル事のఢ半教育 

過去トラブル事の周知教育 

工程試験者の認定教育 

工程試験者の認定教育 

試験১岝ীෲ務ஓ募৶の強会 

＜過去トラブル事の周知教育＞ 

＜勉強会テーマ＞ 
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 研究・開発から製品化までの各段階に国内法規等に関するॳェック項目を設定し、原厄調達から製品化 

までのライフサイクルを通した安全性の確保を進めています。 

 

 化学物質の登録等が必要な国内外の法規制に対して、社外௧機関の協ৡを得て、適卲に対応しています。 

欧州化学品規制（REACH）については、2018 ফ 5 月末の登録期限に向けた取り組みをവしました。 

今後は、登録物質の適卲な維持・管৶に努めていきます。 

 

 ୟ出規制法ഥを確実に遵守するため、社則に基づく規制対象品目の該当・非該当匯定と匯定結果の社内周知、

および該当品の SDS への記載を実施しています。また、新任基幹職等を対象としたୟ出管৶に関する社内教育

も定期的に実施しています。 

 

 2017 ফ২は、化学物質、原材厄、製品に関する危険有害性情報、法規制情報等を一元管

৶すべく、化学物質管৶システムを導入し、従勵システムから本管৶システムへの移ষを計

画的に進めました。 

2018 ফ২は、本システムの運用により業務効厾が改善し、研究段階の開発品から SDS 作

成が可能になりました。今後も適卲な情報提供に努めていきます。 

 

 

 一ಹ社卄法人日本化学工業協会の化学品管৶委員会では、化学品を適卲に管৶する為の

情報を社会全体で共有しようとする自主活動「GPS/JIPS」で、ႀ෩な取り組みをষった企

業を表彰する制২「JIPS 賞」を 2016 ফに設য়しており、当社が、2018 ফに製品「BA-P2」

の「安全性要約書(GSS)」を作成し、国際化学工業協会協議会(ICCA)のウェブページに登

録および公開したことが、JIPS 活動に大きく貢献したとされ、2018 ফ第 3 回 JIPS 賞の奨

励賞を受賞しました。 

 当社は、今後も日本化学工業協会と連携して GSS の普及を図ります。 

８．化学品安全の取り組み 

ৗ規ଲ品の安全ଵ৶ 

国内外の化学品登録規制への対応 

ୟলଵ৶への取り組み 

化学匵質ଵ৶シス崮嵈のো 

当社製品 SDS ৄ本(国内用) 

JIPS 賞 奨励賞を受賞 

JIPS 賞 奨励賞 
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川崎事業所では、5S 活動の一環として、毎月 1 回、構内一ผ清掃を実施し、クリーンな工場の 

維持・管৶に努めています。2018 ফ 10 月には、構内一ผ清掃を実施しました。(社শも参加) 

また、事業所周辺の清掃も定期的に実施し、地域化に協ৡしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 ফ 6 月、ಧ勹工場では、神栖市ড়有志による実ষ委員会で企画された海岸清掃に参加しました。 

また、2018 ফ 10 月には、クリーンかみすの日に合わせて構内・構外清掃を実施しました。(社শ、 

本社及び川崎事業所従業員も参加) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９．社会とのコミュニケーション 

地域社会への活動(清掃活動) 

事業所周辺の清掃 

＜川崎事業所＞ 

＜ಧ勹工場＞ 

構内一ผ清掃 

海岸清掃 構内・構外清掃 
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 ＊＊＊川崎事業所サイトレポート＊＊＊ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎事業所実績 

労働安全衛生では、2018 ফ২に勘೬災害が２件発生しており、過去の類似災害と緊急時災害の

再検証を実施して、個々のリスク感性を高めることに取り組みました。保安防災でも、過去災害

事の経験者による保安教育を企画・実施し、危険に気づく知・感性の向上に努めました。 
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水使用の推移 ＳＯｘ，ＮＯｘ,ばいじん排出の推移 PRTR法対象物質 大気排出の推移 

勭勞厖ඇয়・ゼロエミ厾の推移 廃棄物発生・原単位の推移 CO2排出・原単位の推移 

１０．サイトレポート 

＜川崎事業所の概要＞ 
工場শ名：秋山 廣志 

 所在地：神ఱ川県川崎市川崎区千鳥1番1号 
 従業員数：232名(技術研究所含む)（2019/4/1現在） 
 ＴＥＬ：044-266-8914 
 ＦＡＸ：044-276-1724 

＜認証取得＞ 
日本乳化剤株式会社 生産本部 
川崎工場 他 品質マネジメントシステム 

ISO-9001:2015（JCQA－0377） 
川崎事業所 環境マネジメントシステム  

ISO-14001:2015（JCQA－E－0466） 

工場শ 秋山 廣志 

エネルギー使用・原単位の推移 

全りん,全窒素,COD排出の推移 
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 ＊＊＊ಧ勹工場サイトレポート＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ಧ勹工場実績 

労働安全衛生では、外部機関の危険体験学習への参加や過去の災害事の再教育を継続

して、労働災害ゼロを継続しています。環境保全では、PRTR 法対象物質の分析結果を

基に除害設備の運転条件を最適化し、大気ൾ出を大幅に削減しました。 
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＜ಧ勹工場の概要＞ 
工場শ名：細井 晴生 

 所在地：茨城県神栖市東深芝16番4 
 従業員数：72名（2019/4/1現在） 
 ＴＥＬ：0299-93-8611 
 ＦＡＸ：0299-93-8612 

１０．サイトレポート 

＜認証取得＞ 
日本乳化剤株式会社 生産本部 
川崎工場 他 品質マネジメントシステム

ISO-9001:2015（JCQA－0377） 
ಧ勹工場 環境マネジメントシステム  

ISO-14001:2015（JCQA－E－0908） 

工場শ 細井 晴生 

エネルギー使用・原単位の推移 廃棄物発生・原単位の推移 勭勞厖ඇয়・ゼロエミ厾の推移 

ＳＯｘ，ＮＯｘ,ばいじん排出の推移 全りん,全窒素,COD排出の推移 


